
梅

雨

の

晴

れ

間

の

傘

の

い

ら

な

い

日

、
25

日

。

岩

崎

台

・

香

久

山

福

祉

会

館

で

６

月

の

誕

生

会

開

催

。

後

半

の

演

奏

を

控

え

た

６

人

の

メ

ン

バ

ー

「

オ

ー

ル

ド

・

タ

イ

ム

」

の

み

な

さ

ん

が

準

備

を

始

め

て

い

ま

し

た

。

三

宅

会

長

の

挨

拶

お

は

よ

う

ご

ざ

い

ま

す

。

新

型

コ

ロ
ナ
は
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ

と
同
じ
５
類

に
移
行
し
ま

し

た

が

、

今

じ

わ

じ

わ

と

感

染

が

拡

大

し

て

い

る

よ

う

で

す

。

特

に

沖

縄

は

大

変

で

、

一

般

医

療

を

制

限

せ

ざ

る

を

得

な

い

状

況

の

様

で

す

。

高

齢

者

は

引

き

続

き

注

意

し

ま

し

ょ

う

。

昨

日

の

ニ

ュ

ー

ス

で

は

ウ

ク

ラ

イ

ナ

で

戦

闘

を

行

っ

て

い

た

ロ

シ

ア

の

民

間

軍

事

会

社

ワ

グ

ナ

ル

が

突

然

モ

ス

ク

ワ

に

進

軍

を

始

め

た

と

の

事

、

内

乱

？

真

相

は

よ

く

分

か

り

ま

せ

ん
。

（
そ

の
後

プ
リ

コ
ジ

ン
氏

は
ベ

ラ
ル
ー

シ

へ

亡

命

）

混

沌

と

し

た

情

勢

で

す

。

そ

し

て
、

日

本

で

は

マ

イ

ナ

カ

ー

ド

を

巡

り

混

沌

と

し

て

い

ま

す
。

様

々

な

問

題

が

起

こ

り

、

カ

ー

ド

を

取

得

し

た

人

も

返

納

す

る

動

き

が

あ

る

よ

う

で

す

。

世

論

調

査

で

は

「

撤

回

」

「

延

期

」

が

70

％

を

超

え

て

い

ま

す
。

進

め

る

べ

き

は

20

％

程

度

と

国

民

の
大

多

数
は

疑

問
を

も

っ
て

い

ま

す
。

健

康

保

険

証

へ

の

紐

づ

け

で

は

医

療

現

場

で

混

乱

が

！

そ

も

そ

も

、

マ

イ

ナ

制

度

は

誰

の

為

で

し

ょ

う

か

？

私

達

の

生

活

で

は

便

利

に

な

る

と

は

思

わ

れ

ま

せ

ん

。

特

に

高

齢

者

は

マ

イ

ナ

カ

ー

ド

に

な

れ

ば

、

パ

ス

ワ

ー

ド

を

忘

れ

て

し

ま

う

こ

と

も

あ

り

不

便

に

な

る

と

思

い

ま

す

。

ま

た

病

院

も

設

備

や

人

を

増

や

す

必

要

が

あ

り

、

ア

ン

ケ

ー

ト

で

は

小

さ

な

医

院

、

病

院

で

は

10

％

が

「

も

う

病

院

、

医

院

を

閉

め

る

」

と

考

え

て

い

る

と

の

事

で

す

。

政

府

は

一

度

立

ち

止

ま

り

、

考

え

直

す

べ

き
だ

と

思

い

ま

す

。
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６月誕生会

誕生月の花

お
便
り
下
さ
い

「
日

進

散
歩

の
シ

リ
ー

ズ

」
を

掲

載
し

て

い
ま

す
。

紹
介

す

る
原

稿

を
寄
せ

て
下

さ
い
。

編
集
委

員
会

バンドのリードで皆で楽しく歌いました 写真 水野妙子

スターティフィラ

誕
生
日
を
ス
タ
ー
テ
ィ
フ
ィ
ラ
で
祝
う

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
と
保
険
証
の

紐
づ
け
は
考
え
直
す
べ
き

第３８６号 しばくさ ２０２３年７月15日（土） ( 8 )

行 事 案 内

６
月
の
終
わ
り
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
番
組
で
、
「
戦
い
、
そ
し
て
、
死
ん
で

い
く
」
と
い
う
番
組
が
放
映
さ
れ
た
。
１
８

４
５
年
４
月
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
沖
縄
上
陸
作

戦
で
、
通
信
兵
が
そ
の
現
場
で
録
音
し
た
音

声
を
中
心
に
構
成
し
た
も
の
で
す
。

ア
メ
リ
カ
兵
が
出
撃
前
に
故
郷
に
残
し
た

家
族
や
子
供
に
思
い
を
語
る
音
声
、
森
林
地

帯
の
ゲ
リ
ラ
戦
で
、
ど
こ
か
ら
銃
撃
さ
れ
て

い
る
の
か
わ
か
ら
ず
恐
怖
に
お
の
の
く
様
子

。

日
本
人
が
ガ
マ
の
中
で
集
団
自
決
す
る
理

由
が
分
か
ら
ず
恐
怖
を
感
じ
た
こ
と
。
組
織

戦
が
終
了
し
た
の
に
、
日
本
兵
が
民
間
人
や

女
装
し
て
ま
で
抵
抗
し
た
な
ど
が
語
ら
れ
た

。

ア
メ
リ
カ
兵
は
、
当
初
民
間
人
は
保
護
す

る
対
象
だ
っ
た
の
に
、
疑
心
暗
鬼
が
生
じ
、

狂
気
に
転
じ
民
間
人
の
殺
害
に
ま
で
進
ん
だ

こ
と
な
ど
。

ま
た
戦
後
、
自
分
の
し
た
行
為
に
死
ぬ
ま

で
苦
し
ん
だ
ア
メ
リ
カ
兵
が
い
た
こ
と
も
語

ら
れ
た
。
そ
し
て
４
月
か
ら
約
２
カ
月
の
沖

縄
戦
で
な
く
な
っ
た
ア
メ
リ
カ
兵
は
１
万
５

千
人
、
日
本
人
12
万
人
余
（
内
９
万
人
が
民

間
人
）
で
し
た
。

こ
れ
が
戦
争
で
す
。
こ
う
い
う
歴
史
は
、

今

こ

そ

伝

え

て

い

く
こ

と

が

大

切

だ

と

思

っ

た

。

伊
藤
勝

人

▼ 投稿は下記メールアドレスへ ▼ 「日進市年金者の会」への連絡は下記アドレスへ

shibakusa123@gmail.com nissinnenkin@gmail.com

つ
ぶ

や

き

＊ 7月誕生会・文化サロン

7月26日（水）

中央福祉センター 多機能室

誕生会 10:00～10:40

文化サロン 10:40～11:30

「消費生活トラブルを未然に防ぎましょう」

講師：杉原希代子さん（消費生活相談員）

＊ 8月誕生会・文化サロン

8月27日（日）

中央福祉センター 多機能室

誕生会 10:00～10:40

文化サロン 10:40～11:30

「難聴と補聴器について」平山肇医師

（愛知淑徳大学耳鼻咽喉科）

＊ 9月誕生会・文化サロン

9月26日（火）

中央福祉センター

誕生会 10:00～10:40

文化サロン 10:40～11:30（詳細未定）

＊ くるりんばすを考える会例会

7月22日（土）13：30～ にぎわい交流館ABC

＊ あいち・平和のための戦争展

8月10日（木）～13日（日）

市民ギャラリー矢田 入場料：500円

＊ にっしん平和のつどい

7月25日（火）～8月6日 日進市立図書館

7月25日～ 展示 8月5日 映画上映と講演

8月6日 講演

＊愛知母親大会in刈谷

9月17日（日） 会場 刈谷市産業振興センター

10：00～12：00 分科会（現地参加のみ）

13：30～15：30 全体会（オンライン併用）

日進オンライン会場は生涯学習プラザ（浅田）

講演 海の中から地球が見える

～気候危機と平和の危機～

講師 武本匡弘さん（プロダイバー・環境活動家）

会費 999円

申し込み 7月31日まで

西村 090－9332－8842

梅
雨

の
中

休
み

の
７

月

４
日

、
日

本
で

一

番
小

さ
い

ト
ン

ボ
「

は

っ
ち

ょ
う

と
ん

ぼ

」
に

会
い

に
五

色
園

に

出
か

け
た

。

残
念

な
が

ら
今

日
は

あ

え
な

か
っ

た
。

江
戸
時
代
の
草
本
学
者
大
河
内
存
眞
が
シ
ー

ボ

ル

ト

に

贈

っ

た

「

虫

類

写

真

集

」

に

「

矢
田

鉄
砲

場
八

丁
目

に

の
み

発
見

せ
ら

れ

」

と

こ

の

と

ん

ぼ

に

つ

い

て

記

録

さ

れ

て

以

来

こ

の

名

で

呼

ば

れ

る

よ

う

に

な

っ
た

。
名

古
屋

市
東

区

大
幸

町
の

あ
た

り
、
岡
崎
の
八
丁
味
噌
と
は
無
関
係
で
あ
っ

た
。日

進

市
に

は
、

貴
重

な

昆
虫

や
草

花
が

生

息
し

て
い

る
。

気
軽

に

会
い

に
行

け
る

の

で
嬉

し
い

。
湿

地
に

生

え
る

「
シ

ラ
タ

マ

ホ
シ

ク
サ

」
「

サ
ギ

ソ

ウ
」

。
東

海
地

方
に
の
み
に
分
布
す
る
「
シ
デ
コ
ブ
シ
」
。

長

野
県

・
愛

知
県

・
三

重

県
に

分
布

す
る

「

マ
メ

ナ
シ

」
な

ど
を

訪

ね
た

い
。

丸

山

安

長

シ
リ
ー
ズ

日
進
さ
ん
ぽ

８

は
っ
ち
ょ
う
と
ん
ぼ



今

月

の

誕

生

者

は

９

名

。

お

花

は

白

い

ス

マ

ー

ト

な

ス

タ

ー

テ

イ

フ

ィ

ラ

で

す

。

都

合

で

一

月

遅

れ

の

長

寿

者

の

お

花

は

お

洒

落

な

ア

ン

ス

リ

ウ

ム

で

す

。

出

席

者

は

次

の

２
名

。

加

賀

山

さ

ん

は

そ

の

二

つ

の

お

花

を

一

緒

に

、

今

月

い

た

だ

く

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。

加

賀

山

清

子

さ

ん

今

日

は

あ

り

が

と

う

、

81

歳

に

な

っ

た

。

両

親

は

共

に

60

代

で

亡

く

な

っ

て

い

る

の

で

、

こ

ん

な

に

生

き

ら

れ

る
と

は

思

わ

な

か

っ

た
。

グ

ラ

ン

ド

ゴ

ル

フ

・

麻

雀

・

旅

行

な

ど

楽

し

ん

で

い

る

。

こ

れ

か

ら

も

よ

ろ

し

く

。

水

野

妙

子

さ

ん

80

歳

に

な

っ

て
、
た
く
さ
ん
お

祝
を
し
て
も
ら
っ

た
。
２
か
所
の
う

た
ご

え
喫
茶
、
み

ど
り
の
杜

合

唱

団

の

Ｂ

Ｂ

Ｑ

パ

ー

テ

ィ

で

サ

プ

ラ

イ

ズ

、

息

子

の

一

家

、

そ

し

て

本

日

の

年

金

者

の

誕

生

会

で

す

。

５

月

に

は

沖

縄

の

読

谷

村

「

鳳

の

花

蔓

」

（

戦

後

の

苦

難

の

歴

史…

藤

村

作

品

）

オ

ラ

ト

リ

オ

で

１

０

０

人

の

仲

間

と

、

１

０

０

０

人

の

前

で

歌

い

、

素

晴

ら

し

い

科

白

も

も

ら

い

、

最

高

の

思

い

出

で

す
。

９

月

か

ら

「

歌

声

カ

フ

ェ

」

も

や

り

ま

し

ょ

う

！

「

報

告
事

項

」

岡

本

さ

ん

く

る

り

ん

バ

ス

例

会

７

月
22

日

に

ぎ

わ

い

交

流

館

方

針

を

討
論

。

片

岡

さ

ん

平

和

の

つ

ど

い

７

月
25

日
〜

８

月

６

日

図

書

館

５

月

の

折

り

込

み

チ

ラ

シ

を

見

て

ご
参
加
く
だ
さ
い

。
中
身
満
載
で
す

。

西

尾

さ

ん

日

進

自

然

散

策

で

も

中

心

的

な

北

高

上

で

中

電

の

高

圧

線

の

下
に

あ
る

家
に

つ
い

て
問

題
が
！

市

議
会

で
「

北
高

上
は

日
進

の
宝
」

と

ご

と

う
議

員

が

訴

え

る

。

岡

村

さ

ん

ア

ジ

ア

の

旅

再

開

に

向

け

話

合

い

。

７

月

５

日
10

時

半

。

に

ぎ

わ

い
交

流

館

今

月

は

「

オ

ー

ル

ド

・

タ

イ

ム

」

と

い

う

名

の

バ

ン

ド

グ

ル

ー

プ

の

演

奏

で

し
た

。

こ

の

グ

ル

ー

プ

は

約

３

年

前

に

発

足

し

た

７

名

の

バ

ン

ド

で

、

日

進

市

を
は

じ
め

長
久

手
市
、

東

郷

町

な

ど

の

近

隣

の

市

町

に

お

い

て

福

祉

施

設

や

病

院

、

自

治

会

、

学

校

な

ど

に

出

向

い

て

演

奏

活

動

を

続

け

て

い

る

ボ

ラ

ン
テ

ィ
ア

団
体

で
す
。

ク

ラ
シ

ッ
ク

ギ
タ
ー

担

当

者

が

都

合

で

出

演

頂

け

な

か

っ

た

の

で

す

が

、

ド

ラ

ム

、
キ

ー

ボ

ー

ド

、

エ
レ

キ

ギ

タ

ー
、

ク

ラ

リ

ネ

ッ

ト

に

加

え

、

ボ

ー

カ

ル

担

当

の
女

性

２

名

の

出

演

で

し

た

。

音

合

わ

せ

の

た

め

の

曲

「

お

久

し

ぶ

り

ね

」

か

ら

始

ま

り

、

「

星

の

流

れ

に

」

、

「

二

人

で

お

酒

を

」

な

ど

映

画

の

主

題

歌

や

歌

謡

曲

な

ど

14

曲

を

演

奏

し

て

頂

き

ま

し

た

。

曲

ご

と

の

合

間

を

２

人

の

ボ

ー

カ

ル

担

当
に

よ

る
掛

け

合
い

の

語

り
と
、

客

席

に

向

け

て

の

語

り

掛

け

を

交

え

て

の

進

行

で

あ

っ

た

の

で

、

と

て

も

和

や

か

で

楽

し

い

雰

囲

気

で

進

ん

で

い

き

ま

し

た

。会

員

の

皆

さ

ん

は

ほ

と

ん

ど

の

曲

を

ご

存

じ

で

、

演

奏

曲

歌

詞

集

と

プ

ロ

ジ

ェ

ク

タ

ー

で

投

影

さ

れ

た

歌

詞

を

見

な

が

ら

、

演

奏

に

合

わ

せ

て

大

声

で

歌

っ

て

頂

け

ま

し

た

。

久

し

ぶ

り

に

生

演

奏

を

聴

き

な

が

ら

大

声

で

歌

う

こ

と

が

で

き

楽

し

い

ひ

と

時

で

し

た

。

岡

村

淳

三

第３８６号 しばくさ ２０２３年７月15日（土） ( 2 )

一

言

感

想

橋

本

圭

史

さ

ん

東
谷

礼

子

さ

ん

兵

藤

芳

子

さ

ん

村

瀬

操

さ

ん

柳

井

千

鶴

子

さ

ん

若
尾

真

理

子

さ

ん

鈴
木

美

津

野

さ

ん

誕
生
会
に
出
席

で
き
な
か
っ
た
皆
さ
ん

文化サロン

「
懐
メ
ロ
を
バ
ン
ド
で
楽
し
も
う
」

久
し
ぶ
り
に
み
ん
な
で
歌
い
楽
し
み
ま
し
た

早
瀬
正

子

藤

島

町

趣
味

山
歩

き

萩
原
清
美

東
郷

町

趣
味

映
画

サ
ー
ク

ル

う
れ

し
い
ニ

ュ
ー
ス

新

会

員

紹

介

第３８６号 しばくさ ２０２3年７月15日（土)( 7 )

※ アジアの旅を楽しむ会

８月８日（火）

「９月７日～９日に実施する

能登半島の旅の詰めを行う」

にぎわい交流館 10：30～

連絡先 岡村 080-9282-9768

※ 頭の体操マージャン

７月２４日

８月 ７日・１４日・２１日

(初心者・水曜教室)

７月２６日

８月 ９日・１６日・２３日

相野山福祉会館

月曜日 13：00～17：00

連絡先 小柴（信） 72-2847

※ 映画サークル

中央福祉センター

開場13：00 上映開始13：30

７月１６日（日）

「インビクタス

負けざる者たち」

８月１２日（土）

「麦秋」

連絡先 片岡 09041146232

川島 052-808-7860

※ お抹茶サロン

８月１９日（土） 13：30～

９月１６日（土） 13：30～

見学可・要予約

岩崎台・香久山福祉会館

連絡先 吉岡 73-1801

※ カラオケ

７月１９日（水）

８月 ２日（水）・１６日（水）

３０日（水）

岩崎台・香久山福祉会館

13：00～17：00

講師 山本宗秀

連絡先 平井 72-1041

※ 古代史を知る会

８月はお休みします

９月７日（木）

にぎわい交流館 13：30～

連絡先 芳賀（洋）805-1530

小柴（信） 72-2847

※ 写真サークル

７月２６日(水) 14：0０～17：00

にぎわい交流館

「勉強会」

８月２３日（水）9：30～11：30

にぎわい交流館

「室内撮影会」

連絡先 小柴（和）72-2847

山本（宗）73-2245

※ 太極拳

７月１８日

８月２２日

９月１２日・１９日

岩崎台・香久山福祉会館

火曜日 13：00～15：00

連絡先 萩野 72-1024

※ 読書会

８月はお休みします

９月２１日（木）

「黄色い家」

川上末映子 著

にぎわい交流館

第３木曜 13：30～15：00

連絡先 芳賀(宜)

052-805-1530

※ 日進自然散策の会

７～９月はお休みします

10月3日（火）予定

長久手の史跡を廻る

（長久手の戦い）

集合場所 長久手古戦場公園

連絡先 西尾 克明

携帯 090-8739-9860

FAX 0561-73-4085

※ 俳句の会

８月７日（月） 9：30～

中央福祉センター

９月４日（月） 9：30～

にぎわい交流館

連絡先 勝 72-4744

※ ボールペン画教室

７月２１日（金）

13：00～15：00

８月はお休みします

９月８日（金）・２２日（金）

13：00～15：00

にぎわい交流館

連絡先 曽雌 72-0432

※ モバイルパソコンクラブ

７月１９日（水）・２７日（木）

８月１０日（木）・１６日（水）

２５日（金）

にぎわい交流館

13：00～15：30

連絡先 岡村 080-9282-9768

※ やさしい英会話

７月２５日(火)

13：00～14：30

８月 ８日（火）・２２日（火）

13：00～15：00

９月１２日（火）・２６日（火）

13：00～15：00

にぎわい交流館

連絡先 曽雌 72-0432

※ 朗読の会

７月２０日（第３木）

８月 ３日（第１木）

１７日（第３木）

中央福祉センター

9：30～11：30

:*８月６日「平和のつどい」

に出演します

連絡先 水野（妙）73-3979

※ 山歩きの会

７月２４日（月）

「田立の滝」 南木曽町

事前に申し込み下さい

連絡先 三宅 73-4627

新サークル９月予定

※ 歌声カフェ

歌声のサークルを始めます

気軽にご参加ください

９月１３日（水）

10：00～12：00

「あい工房」

中央福祉センターとなり

下記に申し込み下さい

連絡先 水野（妙）73-3979

サークル案内



７

月

１

日

（

土

）

日

進

市

民

会

館

に

お
い

て
「

に
っ

し
ん

わ
い
わ

い
フ
ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

２

０

２

３

」

が

開

催

さ

れ

ま

し

た

。

今

年

は

実

行

委

員

会

が

主

催

者

と

な

り

、

日

進

市

は

サ

ポ

ー

ト

役

と

な

り

ま

し

た

。

日

進

市

お

よ

び

近

隣

の

市

町

で

活

動

す

る

団

体

、

学

校

、

企

業

や

行

政

が

セ

ミ

ナ

ー

等

の

「

企

画

出

展

」

説

明
員

が
常

駐
す

る
「

ブ
ー
ス

出
展
」

展

示

の

み

の

「

展

示

の

み

の

出

展

」

飲

食
物

を
「

販
売

す
る

「
飲
食

出
展
」

の

４

形

態

で

参

加

し

、

71

個

の

ブ

ー

ス

で

そ

れ

ぞ

れ

の

活

動

を

Ｐ

Ｒ

し

ま

し

た

。

私

た

ち

年

金

者

の

会

も

小

ホ

ー

ル

に

お

い

て

「

展
示

ブ

ー

ス

」

を

設

け
、

活

動

内

容

を

紹

介

し

ま

し

た

。

展

示

物

や

配

布

し

た

チ

ラ

シ

は

、

物

価

上

昇

に

そ

ぐ

わ

な

い

年

金

支

給

額

の

実

態

を

訴

え

る

も

の

と

し

ま

し

た

。

ま

た

20

周

年

と

30

周

年

の

記

念

誌

や

サ

ー

ク

ル

活

動

お

よ

び

誕

生

会

・

文

化

サ

ロ

ン

を

紹

介

す

る

写

真

等

も

展

示

し

ま

し

た

。

最

も

力

を

入

れ

た

の

は

、

年

金

受

給

者

と

思

わ

れ

る

来

場

者

に

年

金

問

題

の

話

題

で

語

り

掛

け

、

会

の

紹

介

リ

ー

フ

レ

ッ
ト

、

し

ば

く

さ

、
会

則

、

入

会

届

け

用

紙

等

を
同

封

し

た

。

お

誘

い

袋

を

渡

し

、

年

金

者

の

会

を

Ｐ

Ｒ

す

る

こ

と

で

し

た

。

年

金

問

題

の

話

題

と

な

る

と

多

く

の

方

が

思

い

を

語

っ

て

く

れ

た

し

、

サ

ー

ク

ル

活

動

の

話

を

す

る

と

興

味

を

示

さ

れ

る

方

も

お

ら

れ

ま

し
た

。

41

部

の

「
お

誘

い

袋

」

を

配
布

し

、

多

く

の

高

齢

者

と

お

話

で

き

た

の

で

会

員

増

加

に

繋

が

る

こ

と

を

期

待

し

た

い

で

す

。

岡

村

淳

三

ひ

と

月

程

前

に

、

足

を

投

げ

出

し

て

テ

レ

ビ

を

見

て

い

て

、

立

ち

上

が

る

時

に

グ

リ

ッ

と

嫌

な

感

じ

が

し

た

。

案

の

定

、

そ

れ

か

ら
違
和
感
が
取
れ
ず
、

膝

を

真

っ

す

ぐ

伸

ば

す

と

痛

み

を

感

じ

る

よ

う

に

な

っ

た

。

す

ぐ

元

に

戻

る

か

な

と

様

子

を

み

る

事

に

し

た

の

だ

が

、

嫌

な

予

感
は
去
ら
な
か
っ
た
。

そ

ん

な

日

々

を

過

ご

す

こ

と

、

ほ

ぼ

ひ

と

月

。

良

く

な

ら

な

い

の

で

諦

め

て

や

っ

と

医

者

に

行

っ

た

。

「

擦

り

減

っ

て

る

ね

。

痛

い

注

射

打

つ

か

、

湿

布

」

と

医

師

。

痛

い

注

射

？

膝

に

打

つ

、

注

射

な

ん

て

本

当

に

痛

い

に

決

ま

っ

て

い

る

。

迷

う

事

な

く
「

湿

布

に

し

ま

す

」

。

湿

布

し

て

も

あ

ま

り

変

わ

り

ば

え

し

な

い

。

で

、

こ

れ

は

も

う

治

ら

な

い

も

の

な

ん
だ

と

観

念

し

た

。

生

き

て

歩

く

限

り

痛

い

。

で

も

歩

か

な

け

れ

ば

歩

け

な

く

な

る

。

開

き

な

お

っ

て

痛

い

け

れ

ど

頑

張

っ

て

歩

く

し

か
な

い

。

年

を

取

っ

て

も

生

き

て

い

る

と

言

う

事

は

こ

う

い

う

事

な

ん

だ

。

生

き

て

い

る

証

な

ん

だ

。

痛

い

け

ど

。

そ

ん

な

ふ

う

に

思

う

お

ば

あ

ち

ゃ

ん

で

す

。

孫

が

４

人

に

な

り

ま

し

た

。

今

度

は

や

っ

と

男

の

子

、

１

歳

に

な

り

悪

い

こ

と

ば

か

り

す

る

け

ど

可

愛

い

。

嬉

し

い

こ

と

も

あ

り

ま

す

。

川

端

守

第３８６号 しばくさ ２０２3年７月15日（土)( 3 )

第

２
回
理

事
会
は

７
月
８

日
に

開

催
し
ま
し

た
が
、
７
月

は
梅
雨
本

番
、

雨
は

ま

ば
ら

で
す

が
と

て

も
蒸

し

暑

い
日

が

続
い

て
い

ま
す

。

高
齢

者

に

な
る

に

し
た

が
っ

て
温

度

の
感

じ

方

が
鈍

く

な
り

、
熱

中
症

が

心
配

さ

れ

ま
す

。

こ
ん

な
時

は
エ

ア

コ
ン

が

欠

か
せ

ま
せ
ん

。

７

月

の
誕

生
会

・
文

化

サ
ロ

ン

は

「
消

費

生
活

ト
ラ

ブ
ル

を

未
然

に

防

ぎ
ま

し

ょ
う

」
が

テ
ー

マ

で
す

。

わ

か

っ
て

い
て

も
被

害

を
受

け

る

ケ
ー

ス

が
身

近
に

潜
ん

で

い
ま

す

。

８
月

は

「
難

聴
と

補
聴

器

」
と

高

齢

者
の

仲

間
に

と
っ

て
誰

に

も
必

要

な

大
問

題

で
す

。
一

人
で

も

多
く

の

会

員
に
聞
い

て
い
た
だ
き

た
い
で
す

ね
。

さ
ら

に

補
聴

器
購

入
の

公

的
補

助

も

こ
れ

か
ら
大

事
で
す

。

第

２

回
理

事
会

終
了

後

、
各

専

門

部
委

員

会
の

打
ち

合
わ

せ

を
開

き

ま

し
た

が

、
コ

ロ
ナ

対
応

が

５
類

に

移

行
後

の

会
の

取
り

組
み

を

よ
り

良

い

楽
し

い

も
の

に
し

よ
う

と

こ
れ

か

ら

具
体

化
し
て

い
き
ま

す
。

会

員

の
皆

さ
ん

も
積

極

的
に

ア

イ

デ
ア

等

お
寄

せ
く

だ
さ

い

。
西
尾

理

事

会

便

り

わ
い
わ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

年
金
者
の
会
も
小
ホ
ー
ル
に
お
い
て

「
展
示
ブ
ー
ス
」
を
設
け
、
活
動
内
容
を
紹
介

こ
ん
な
毎
日

嬉
し
い
こ
と
も
あ
り
ま
す

投 稿

第３８６号 しばくさ ２０２３年７月15日（土） ( 6 )

文

芸

コ

ー

ナ

ー

一
人
分

の
野

良
着
一

式
夜
濯

ぎ
す

あ
や
子

す
す

目
の
届

く
限

り
色
あ

り
百
合

祭
り

喜

久
子

沖
縄
忌

戦
さ

終
わ
ら

ぬ
辺
野

古
の
海

恵
子

い

く

み

夏
立
つ

や
思

ひ
重
ぬ

る
訃
報

欄

擢
石

媼
ら
の

手
際

の
よ
さ

や
朴
葉

鮓

宜
子

お
う
な

鉢
植
え

の
パ

セ
リ
刻

ん
で
ミ

ネ
ス
ト

ロ
ー
ネ

百
世

吾

亦
紅
一

枝
は
さ

み
て
日

記
閉

じ

わ
れ
も
こ
う今

日

の
記
憶

を
明
日

に
つ

な
げ
り

伊
藤
博

子

俳

句

短

歌

鶴
舞
公
園
の
蓮

佐
藤
文
枝

西村典子 丹羽直美

書 道

＊

氏
名
欠

落
の
訂

正

先

月
号

（
３
８

５
号
）

文
芸
コ

ー
ナ
ー

の
ペ
ン

画

今

庄
駅

隧
道
は

曽
雌

敦
さ
ん

で
し
た

加藤喜久子



常
州

牛
堀

（
じ
ょ
う
し
ゅ
う
う
し
ぼ
り
）

牛

堀

は

現

在

の

茨

城

県

潮

来

市

に

位

置

す

る

霞

ヶ

浦

の
水

郷

で

す

。

苫

で

屋

根

を

葺

い

た

荷

船

と

船

頭

の

生

活

の

様

子

を

描
い

て

い

ま

す

。

こ

の

作

品

の

特

徴

は

水

郷

の

静

け

さ

に

あ

り

ま

す

。

船

頭

が

流

し

て

い

る

米

の

と

ぎ

水

の

音

と

白

鷺

の

羽

音

の

２

音
の

み

を

感

じ

る

こ

と
が

で

き

、

静

か

な

朝

の

風

景

を

引

き

立

た

せ

て

い

ま

す

。

当

時

、

霞

ヶ

浦

は

富

士

山

を

眺

望

で

き

る

場

所

と

し

て

知

ら

れ

て

い

ま

し

た

。

朗

読

の

会

は

月

２

回

第

１
・

第

３

の

木

曜

日

に

９

時
30

分

か

ら

中

央

福

祉

セ

ン

タ

ー

で

行

っ

て

い

ま

す

。

現

在

会

員

は

先

生

を

含

め

て

６

名

と

少

々

寂

し

い

で

す

が

、

そ

の

分

色

々

な

話

も

で

き

、

こ

れ

が

楽

し

く

中

々

本

題

の

朗

読

に

入

れ

な

い

と

き

も

あ

り
ま

す

。

で

も

コ

ロ

ナ

禍

の

中

で

も

一

度

も

休

む

こ
と

な

く

練

習

を

し

ま

し

た

。

内

容

は

い

つ

も

感

動

す

る

詩

や

文

ば

か

り

で

水

野

さ

ん

の

選

ん

で

く

だ

さ

る
作

品
に
感
謝
し
て

い

ま
す
。

今
年
の
に
っ
し
ん
平
和
の

つ
ど
い
に
は
、
沖
縄
戦
77

年
慰
霊
祭
に

小

学
二
年

生
が
朗
読
し
た
「
こ
わ
い
を
知

っ

て
平
和
が
わ
か
っ
た
」
を
発
表
し
ま
す
。

こ
の
会

に
入

れ
て
い

た
だ
い

て
相

当

の

年
数

に
な

り
ま
す

が
、

私
は

中
々

上

達

は
し

ま
せ

ん
が
、

皆
さ

ん
上

手
に

な

ら

れ
て

い
ま

す
の
で

希
望

を
も

っ
て

続

け

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

。

小

柴

和
代
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八
月

十
二

日
（
土

）

十
三

時
三
十

分
開
始

中
央
福

祉
セ
ン

タ
ー

「
麦
秋
」

日
本

１
９
５
１
年
（
一
二
四
分
）

監
督

小

津
安
二

郎

出

演

原

節

子

、

佐

野

周

二

、

淡
島

千

景

、

杉

村

春

子

ほ

か

婚

期

の
遅

れ

て

い

た

娘

紀

子

が

、

上

司

の

佐
竹

か

ら

、

同

じ

東

京

商

大

（

現

一

橋
大

）

出

身

で

有

能

な

商

社

マ

ン

と

の
縁

談

を

勧

め

ら

れ

ま

す

。

家

族

は
み

な

好

条

件

の

話

に

乗

り

気

で

す

が
、

紀

子

は

そ

の

男

の

独

身

生

活

の

長
さ

に

疑

問

を

も

ち

ま

す

。

一

方

、
戦

死

し

た

兄

の

親

友

の

謙

吉

が

秋

田
の

病

院

へ

赴

任

す

る

直

前

に

、

突

然
謙

吉

と

結

婚

し

て

秋

田

へ

行

く

こ

と
を

決

め

て

し

ま

い

ま

す

。

主

演

の
原

節

子

は

、

「

晩

春

」

の

よ

う

な

お
と

な

し

く

気

立

て

の

良

い

だ
け

の

娘
役

に

は

満
足

せ
ず

、
自
立

心
の

強
い

女
性
を

好
ん

だ
そ

う
で
す

か
ら

、
こ

の
役
は

気
持

ち
よ

く
演
じ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。

石

井

映

画

サ

ー

ク

ル

上

映

作

品

紹

介

シ
リ
ー
ズ

19

ボールペンで画で観る「富嶽三十六景」

葛飾北斎「富嶽三十六景」より 画 曽雌 敦

サークル紹介写
真

を

撮

る

こ
と

が

大

好

き
な

私

で

す
。

家

の

近

く
を

散

策

し

て
四

季

の

草
花

、

昆
虫

、

鳥

を
見

て

楽

し

ん
で

い
ま
す

。

思
い

出

と
し

て

フ

イ
ル

ム

の

時

は

年
金

者

の
行

事

を

撮
り

ア

ル

バ

ム

に
し

て

あ
り

、

皆

さ
ん

に

も

見

て

い
た

だ

け
た

ら

と

思
い

年

金

者

事
務

所
に
あ

り
ま
す

。

思
い

出

と
し

て

北

海
道

に

何

回

か

行
き

羅

臼
（

北

海

道
最

北

端

）

よ

り
氷

を

割

っ

て
船

で

一

時

間
進

み

鷲

に
肉

を

投

げ

る
と

キ

ャ

ッ

チ
し

て

樹

氷
の

上

で

朝

日
を

浴

び

て

食
べ

て

い
る

と
こ
ろ

も
撮
り

ま
し
た

。

豊

川

の

手

筒

花

火

も

雨

上

が

り

に

撮

り

花

火

の

か

が

や

き

が

と

て

も

き

れ

い

に

撮

れ

入

賞

し

ま
し

た
。

今
も

写
真

サ
ー

ク
ル

に
入

っ
て

、

撮

影

会
で

色

々

な

と

こ
ろ

に

行

き

ま

す

し
、

お

話

し

し

な
が

ら

楽

し

ん

で
い

ま

す

。

あ
と

、

勉

強

会
も

あ

り

ま
す

の

で

と

て
も

嬉

し

い

で
す

。

武

田

私の趣味・楽しみ

朗
読
の
会

つ

い

先

日

、

友

人

の

ご

夫

妻

が

設

立

さ

れ

た

菰

野

ピ

ア

ノ

歴

史

館

で

、

第

１

回

シ

ョ

パ

ン

国

際

ピ

リ

オ

ド

楽

器

コ

ン

ク

ー

ル

で

日

本

人

と

し

て

た

だ

一

人

２

位

入

賞

を

果

た

し

た

川

口

成

彦

さ

ん

の

演

奏

を

聴

き

ま
し

た

。

あ

の

有

名

な

シ

ョ

パ

ン

コ

ン

ク

ー

ル

が

開

催

さ

れ

る

ホ

ー

ル

で

、

５

年

前

か

ら

、

も

う

一

つ

の

コ

ン

ク

ー

ル

が

開

催

さ

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

の

で

す

。そ

れ

は

、

シ

ョ

パ

ン

が

生

き

て

い

た

約

２

０

０

年
前

の

ピ

ア

ノ

を

演

奏
、

真

に

そ

の

時

代

の

音

楽

を

知

ろ

う

と

い

う

も

の

で

、

今

年

の

秋

に

は

第

２

回

の

国

際

コ

ン

ク

ー

ル

が

開

催

さ

れ

ま

す

。

幸

い

に

も

私

は

、

５

年

前

の

第

１

回

の

コ

ン

ク

ー

ル

に

音

楽

関

係

の

友

人

の

お

誘

い

で

、

ポ

ー

ラ

ン

ド

の

ワ

ル

シ

ャ

ワ

へ

そ

れ

を

聴

き

に

行

く

機

会

に

恵

ま

れ

ま

し

た

。

日

程

の

関

係

も

あ

り

、

１

日

目

は

既

に

フ

ァ

イ

ナ

ル

ま

で

残

っ

た

６

人

の

シ

ョ

パ

ン

の

ピ

ア

ノ

協

奏

曲

を

ワ

ル

シ

ャ

ワ

フ

ィ

ル

の

演

奏

と

共

に

聴

き

ま

し

た

。

フ

ァ

イ

ナ

リ

ス

ト

は

好

み

の

ピ

リ

オ

ド

ピ

ア

ノ

を

選

ん

で

、

そ

れ

ぞ

れ

が

シ

ョ

パ

ン

と

そ

の

曲

へ

の

思

い

を

演

奏

。

古

い

ピ

ア

ノ

と

い

う

こ

と

で

、

そ

れ

ほ

ど

期

待

し

て

い

な

か

っ

た

私

の

考

え

は

良

い

意

味

で

裏

切

ら

れ

、

優

し

く

深

い

音

色

に

感

動

！

シ

ョ

パ

ン

は

こ

ん

な

音

を

サ

ロ

ン

で

楽

し

ん

だ

の

だ

と

い

う

こ

と

を
知

り

ま

し

た

。

結

果

発

表

は

真

夜

中

、

ホ

テ

ル

に

戻

っ

て

か

ら

ド

キ

ド

キ

し

な

が

ら

待

ち…

日

本

の

川

口

成
彦

さ

ん

２

位

！

そ

の
発

表

に
、

思

わ

ず
ひ

と
り

で
歓

声
を
上
げ
ま
し
た
。

そ
の

翌

日
は
、

表

彰

式

と

入

賞

者

の

演

奏

が

あ

り

、

大

使

館

関

係

者

の

お

誘

い

で

そ

の

後

の

パ

ー

テ

ィ

ー

に

も

参

加

さ

せ

て

い

た
だ

き

ま

し

た

。

世

界

の

国

々

の

人

々

が

ワ

イ

ン

を

片
手

に
美

味
し
い

お
食

事
と

共
に

演
奏

を
讃

え
合
い
、
優
し
さ
を
か
け

合
い
交
流

で
き
る
幸
せ
に
浸
り

な

が

ら

夜

が

更

け

て

行

き

ま

し
た

。

興

奮

で

な

か

な

か

眠

れ

な

か

っ

た

こ

と

を

覚

え
て

い

ま

す

。

次

の

日

、

そ

の

感

動

の

ま

ま

早

起

き

し

て

、

ワ

ル

シ

ャ

ワ

か

ら

列

車

で

ク

ラ

ク

フ

へ…

ど

う

し

て

も

こ

の

目

で

確

か

め

て

お

き

た
か

っ

た
20

世

紀

の

負
の

遺

産

、

第

二

次

大

戦

中

に

ナ

チ

ス

ド

イ

ツ

が

ユ

ダ

ヤ

人

や

当

時

の

政

治

体

制

と

違

う

考

え

を

持

つ

人

々

を

大

量

虐

殺

し

た

ア

ウ

シ

ユ

ヴ

ィ

ッ

ツ

・

ビ

ル

ケ

ナ

ウ

収

容

所

跡

の

博
物

館

へ
向

か

い
ま

し
た

。

そ

の

悲

惨

さ

を

訴

え

続

け

て

い

ら

っ

し

ゃ

る

日

本

人

ガ

イ

ド

の

中

谷

剛

さ

ん

が

待

っ

て

い

て

く

だ

さ

り

、

ご

案

内

く

だ

さ

い

ま

し
た

。

そ

こ

で

見

た

も

の

は

、

命

を

絶

た

れ

た

人

々

の

累

々

と

積

ま

れ

た

靴

、

衣

類

、
そ

し

て

ガ

ス

室

・

・

・

同

行

の

誰

も

が

、

突

然

言

葉

を

発

し

な

く

な

り

ま

し

た

。

「

ア

ン
ネ

の

日
記
」

の
ア

ン
ネ

も
こ

こ
に
収

容
さ

れ

て

い

た

こ

と

を

知

り
ま

し

た

。た

く
さ

ん

の

有

能
な

音

楽

家

も
演

奏

を

し

て
い

た

よ

う

で
そ

の

写

真

が
あ

り

ま

し

た
。

素
晴

ら

し

い

演

奏

家
や

作

曲

家

も
、

そ

の

才

能

を

発

揮

で

き

な

い

ま

ま

命

を

絶

た

れ

た

こ

と

を

思

い

、

昨

日

ま

で

の

あ

の

幸

せ

な

シ

ョ

パ

ン

国

際

コ

ン

ク

ー

ル

と

は

真

逆

で

あ

る

こ

と

を

考

え

さ
せ

ら

れ

ま

し

た

。

同

じ

ポ

ー

ラ

ン

ド

で

、

素

晴

ら

し

い

音

楽

に

浸

り

、

心

か

ら

感

動
！

そ
の
幸
せ
を
共
感
し
あ
っ
た
翌
日
・
・
・

言

葉

も

出

な

い

ほ

ど

惨

虐

な

負

の

遺

産

を

見

る

こ

と

に

・

・

・

正

に

『

天

国

と

地
獄

』

同

じ

人

間

が

こ

れ

ほ

ど

違

う

行

為

を

し

て

し

ま

う

恐

ろ

し

さ

！

過

去

の

負

の

遺

産

を

目

の

当

た

り

に

し

て

、

言

葉

に

は

な

ら

な

い

悲

し

み

が

こ

み

上

げ

て

き

ま

し

た

。

『

戦

争

』

も

『

平

和

』

も

人

間

の

心

に

依

る

も

の

！

残

念

な

が

ら

、

あ

の

当

時

の

悲

し

み

は

繰

り

返

さ

れ

、

今

も

戦

争

に

よ

っ

て

嘆

き

悲

し

む

人

々

の

姿

が

報

道

さ

れ

て

い
ま

す

。

人

間

の

叡

智

は

過

去

か

ら

学

ぶ

こ

と

を

忘

れ

て

い

る

の

で

し

よ

う

か

？
せ

め

て

、

戦

争

に

向

か

う

状

況

を

『

違

う

！

』

と

言

う

気

持

ち

だ

け

は

持

ち

続

け

、

機

会

あ

る

毎

に

訴

え

続

け

た

い

も

の

で

す

。

水

野

周
子

第３８６号 しばくさ ２０２3年７月15日（土)( 5 )

投 稿

「
天
国
」
と
「
地
獄
」

収容所跡の博物館

ワルシャワの表彰式

言

葉

も

出

な

い

ほ

ど

・

・

惨
虐
な
負
の
遺
産


